
ボイラー、吸収式冷温水発生器、コージェネレーション設備、給湯ボイラー、焼却炉、発電機など

ボイラー：伝熱面積が10m2以上
固定型内燃機関（発電機）：燃焼能力がガスタービン50ℓ/h、ディーゼル機関50ℓ/h、ガス機関35ℓ/h以上

※ 1 焼却能力が４t／h未満の廃棄物焼却炉であって、１年間に６月以上継続して休止するものに係る

ばいじんの測定回数は年１回以上です。

※ 2 排ガス量４万㎥／h未満のばい煙発生施設であって、１年間に６月以上継続して休止するものに係る

ばいじん及び有害物質の測定回数は年１回以上です。

測定の結果は、ばい煙等測定記録表により記録し、その記録を３年保管すること。

備考

ば い 煙 測 定
ばい煙測定　種類と測定頻度
「大気汚染防止法施行令 第2条及び施行規則 第15条等」に基づく

測定対象
＜主な対象施設＞

＜規模又は能力＞

ばい煙の種類 規模等 測定回数

硫黄酸化物

硫黄酸化物の排出量が
１０N㎥／ｈ未満

－

硫黄酸化物の排出量が
１０N㎥／ｈ以上

２ヶ月以内に１回以上
燃料の種類
（ガス・固体・
液体燃料）

ばいじん

ガス専燃ボイラー

－ ５年に１回以上

ガスタービン

ガス機関

燃料電池用改質器

廃棄物焼却炉

燃焼能力が４ｔ／ｈ未満 年２回以上　※1

燃焼能力が４ｔ／ｈ以上 ２ヶ月以内に１回以上

上記施設以外

排出ガス量が４万㎥／ｈ未満 年２回以上　※2

排出ガス量が４万㎥／ｈ以上 ２ヶ月以内に１回以上

窒素酸化物

燃料電池用改質器 － ５年に１回以上

上記施設以外

排出ガス量が４万㎥／ｈ未満 年２回以上　※2

排出ガス量が４万㎥／ｈ以上 ２ヶ月以内に１回以上

塩素
塩化水素

弗素
弗化水素
カドミウム

鉛

燃料電池用改質器 － ５年に１回以上

排ガス中に有害物質が
含まれている場合

上記施設以外

排出ガス量が４万㎥／ｈ未満 年２回以上　※2

排出ガス量が４万㎥／ｈ以上 ２ヶ月以内に１回以上
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